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3 第 64次航海報告（Report on the 64th Cruise） 
3.1 航海の概要及び航海日程(General Account and Cruise Itineraries) 
第 64 次航海の平成 17 年度乗船漁業実習Ⅲは、東京海洋大学水産学部 4 年次生 27 名, 科
目履修生 1 名が乗船し、平成 17 年 8 月 16 日から平成 17 年 9 月 15 日までの 1 ヶ月間実施さ
れた。 
 今回の実習航海では、釜慶大学校との学術交流協定調印式に合わせ韓国釜山に寄港した。岸
壁では釜慶大学校の教職員や学生、調印式のため訪問中の本学学長、学部長など大勢に迎えら
れ歓迎式典が執り行われた。停泊中には釜慶大学校及び神鷹丸との見学や交歓会を実施すると
ともに釜慶大学校関係者の協力で各施設、観光地の見学、また本学初代練習船快鷹丸遭難記念
碑の慰霊訪問を行った。韓国人との交流の場を多く持つことができ、学生にとって中身の濃い意義
ある寄港であったと思われる。 
この実習航海ではトロール操業実習と瀬戸内海の航法実習が主目的であったが、東シナ海で
のトロール操業実習は台風の影響をうけ中止となった。内海の各航路での実習は台風の経路で多
少影響を受けたものの、ほぼ予定通り進み、最終寄港地の大阪ではヤンマー尼崎工場及び古野
電気三木工場の見学を両社の協力で実施することができ非常に有意義であった。 
 
航海日程(Cruise Itineraries) 
Port 
Distance 
(miles) 
Arrival Date Departure Date 
Tokyo 
 
 Aug. 18, 2005 
         45.6 
Tateyama Aug. 18, 2005 Aug. 20, 2005 
        717.5 
Arakawa Aug. 23, 2005 Aug. 23, 2005 
        159.4 
Pusan 
Pier3 No.31 
Aug. 24, 2005 Aug. 26, 2005 
          0.9 
Pusan 
Pier1 No.15 
Aug. 26, 2005 Aug. 28, 2005 
        171.7 
Nagasaki Aug. 29, 2005 Sep. 02, 2005 
          2.7 
Nagasaki 
Section3 
Sep. 02, 2005 Sep. 02, 2005 
        268.4 
Obe - wan Sep. 03, 2005 Sep. 04, 2005 
         79.5 
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3.2 航跡図（Track Chart） 
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3.3 航海撮要日誌(Abstract Log) 
月日 正午位置 Position 碇泊場所 航海時間 航走距離 平均速力 碇泊時間 漂白時間 天候 風WIND 更正気圧 温度℃ 
DATE 緯度 Lat 経度 Long LOCATION Hour-Min Ｒｕｎ 
Miles 
Ave.Sp'd Hour-Min Hour-Min W'th 風向 風力 hPa 大気 海水 
8/16 35-39.129N 139-46.266E Toyomi F-6 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 o Calm 
2 
1002.9 27.2 24.2 
8/17     Toyomi F-6 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc NNE 3 1014.2 1010.3 32.6 
8/18     Toyomi F-6 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc S 2 1012.5 30.8 28.0 
8/19 35-00.006N 139-50.803E Tateyama 
Wan 
04-14 45.6 10.772 19-46 00-00 bc SSW 4  1013.1  29.0  26.9  
8/20 34-35.429N 139-18.581E   03-28 40.7 11.740 20-32 00-00 bc SW/S 4  1011.8  26.9  26.8  
8/21 33-10.845N 134-17.195E   24-00 267.9 11.163 24-00 00-00 o WSW 5  1010.3  25.1  27.4  
8/22 31-06.280N 131-04.268E   24-00 224.1 9.338 24-00 00-00 c SW/S 4  1010.7  28.4  27.4  
8/23 32-39.893N 128-39.528E Arakawa 22-00 184.8 8.373 02-00 00-00 r E 1  1010.6  25.,2 28.0  
8/24 35-06.923N 129-02.726E Busan 15-52 159.4 10.046 08-08 00-00 o NE 2 1009.8 25.5 24.8 
8/25     Busan 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 o SE 5 1003.0 27.3 23.3 
8/26 35-06.992N 129-02.488E Busan 00-19 0.9 2.842 23-41 00-00 bc NW 3 1010.3 26.9 23.7 
8/27     Busan 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc SE/S 2 1015.1 28.6 24.1 
8/28 34-32.378N 129-12.554E   04-20 38.6 8.908 19-40 00-00 bc WNW 3 1012.7  25.2  26.6  
8/29 32-44.446N 129-52.069E Nagasaki 17-07 133.1 7.776 02-29 04-24 bc SE 3 1011.3 27.5 27.4 
8/30     Nagasaki 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc SSW 2 1009.0 30.5 27.1 
8/31     Nagasaki 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc S/E 2 1011.3 33.0 29.2 
9/1     Nagasaki 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc SSE 2 1014.6 31.4 29.2 
9/2 32-42.856N 129-50.711E Nagasaki 
Q.A. 
00-46 2.7 3.522 23-14 00-00 bc NNE 3 1014.1  32.0  28.7  
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月日 
DATE 
正午位置 Position 碇泊場所 
LOCATION 
航海時間 
Hour-Min 
航走距離 
Ｒｕｎ 
Miles 
平均速力 
Ave.Sp'd 
碇泊時間 
Hour-Min 
漂白時間 
Hour-Min 
天候 
W'th 
風WIND 更正気圧 
DATE 
温度℃ 
緯度 Lat 経度 Long 風向 風力 緯度 
Lat 
経度 
Long 9/3 33-43.482N 131-52.435E   17-59 207.2 11.522 06-01 00-00 bc ESE 2 1015.3 1012.5  26.8  
9/4 34-22.763N 133-50.901E   10-31 120.3 11.439 13-29 00-00 o NE/E 4 1011.8  26.5  26.2  
9/5 34-36.114N 134-02.180E   05-53 65.8 11.184 18-07 00-00 r ENE 4 1011.2  24.4  24.0  
9/6 34-39.671N 135-26.509E Osaka 02-18 21.4 9.304 21-42 00-00 o NE 2 1010.7 1005.0 29.9 
9/7 34-39.671N 135-26.509E Osaka 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc SSW 3 1001.7 31.4 26.4 
9/8     Osaka 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc NNE 2 1012.3 30.5 23.8 
9/9     Osaka 00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc W 2 1015.7 30.6 23.7 
9/10 34-25.584N 135-03.625E   02-06 24.0 11.428 21-54 00-00 bc SW/W 2 1016.9  26.9  26.3  
9/11 34-38.749N 139-26.571E   24-00 293.3 12.221 00-00 00-00 bc NNE 2 1017.2  25.4  25.4  
9/12 34-59.980N 139-50.752E Tateyama 
Wan 
02-46 31.8 11.494 21-14 00-00 bc W/N 3 1018.6  27.2  26.0  
9/13 35-00.008N 139-50.807E Tateyama 
Wan 
00-00 0.0 0.0 24-00 00-00 bc SW/W 3 1015.5  28.6  26.5  
9/14 35-29.716N 139-52.018E   03-00 34.5 11.500 21-00 00-00 bc NE/N 6 1008.9  27.5  25.7  
9/15 35-39.129N 139-46.267E Toyomi F-6 01-29 11.0 7.416 22-31 00-00 bc E 3 1022.6 1012.8 26.2 
 
3.4 釜山港入港報告(Report of Pusan Port) 
1. はじめに 
東京海洋大学練習船神鷹丸は第 64 次航海において、釜慶大学校との学術交流協定調印
式への参加、本学初代練習船快鷹丸遭難記念碑の慰霊訪問のために釜山（Busan 或いは
Pusan：本報告は Pusan と表記する。）港に入港したので港湾事情を報告する。 
(1) 入港国  大韓民国（英語表記：Republic of Korea） 
(2) 位置  Pusan（35°07′N、129°03′ E） 
(3) 使用時間 UT（協定世界時）＋9時 
(4) 代理店  Sonyong Shipping Co.,Ltd. 
9th Floor, Haeyang Bldg., 87-5, 4-Ka, Chungang-Dong, 
Chung-Ku, Pusan 600-014, KOREA 
TEL: 82-51-463-0611, 82-51-463-0612 
FAX: 82-51-463-0620, 82-51-463-0621 
TELEX: 52410  ANSWER BACK: SOYANG K52410 
(5) 入港期間 平成 17年（2005年）8月 23日から平成 17年 8月 28日 
(6) 入港時喫水 船首 2.90m 船尾 4.50m 
(7) 使用海図 日本版 W196 BA版 1065 BA版 1259 
 
2. 港湾地勢 
 朝鮮半島の南東に位置する。港は東南東の方向に開けており航海から港の最奥までは 4.5
マイル程ある。港の北西側には海岸近くまで山が迫り、北から西の風に強い港である。釜山の
人口は 400 万人の韓国第二の都市で、中心街は西面である。西面を中心に地下鉄、バス、タ
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クシーが頻繁に走っており交通の便はよい。釜山港は、韓国第一の港湾であると同時に、コン
テナ物流量の処理では世界第 5 位の港湾で、年間全国コンテナ物流量の 81%(2003 年、
1,041万TEU)を処理している。また、日本の博多、長崎、下関を結ぶ定期船が就航しており、
フェリー埠頭には日本への輸出品を運ぶトラックが頻繁に通行していた。 
なお、2005年 11月にはアジア太平洋経済協力会議（ＡＰＥＣ）の首脳会議が開催された。 
 
3. 海象・気象 
気候は温帯季節風気候帯に属し、海洋性気候の影響で夏と冬の気温差が少なく、四季の
変化がはっきりしている。年平均気温は15.5℃、年間降水量は1344.2㎜で、他の地域に比べ
て風は比較的強く吹く。 
入港時の気温は 24.2℃、東北東の風・風力６と非常に強い風が吹いていた。海況は４であ
った。岸壁着岸中は、日本海を進行する低気圧や前線に伴い風向は変化しており、風力も１
から 4と幅があった。気温は日中の最高気温で 29.5℃、最低気温は 23.0℃であった。しかし、
夜間でも25℃近い気温があるときもあった。潮汐は1日2回潮で最大潮差は115㎝であった。 
 
4. 入港 
(1) 入港手続 
本船から代理店への連絡は日本にある総代理店を通じて電子メールにて行なった。事前に
連絡をとった項目は釜山港パイロットステーションの到着予定時刻、出港予定時刻、入港時喫
水、船首から船橋までの長さ、医療従事職員の乗船の有無、ゴミ回収の要請、給水の要請で
あった。また、東京出港前に、総代理店を通じて検疫、入国審査、税関の手続きに必要な書類
は提出してある。なお、今回の入港にあたり、ゴミの回収は要請したが、清水の積込は行なわ
なかった。 
釜山入港時に提出した書類は次のとおりである。 
 PLANT and ANIMAL LIST 
 ARMS and AMMUNITION LIST 
 CARGO MANIFEST 
 DRUG and NARCOTICS LIST 
 CREW LIST 
 PASSENGER LIST 
 SHIP’S STORES DECLARATION 
 DECLARATION FOR SHIP’S USE LIQUOR and CIGARETTES 
 CREW’S EFFECTS DECLARATION 
 VOYAGE MEMO and OTHERS 
 MARITIME DECLARATION OF HEALTH 
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入港に必要なCREW LISTとPASSENGER LISTは 6部ずつ用意した。入国カードは代
理店が作成し、入国カードとパスポート（船員手帳）とともに入国管理官が確認する。学生はパ
スポート、乗組員は船員手帳で入国した。 
ISPS Code（International Ship and Port Facility Security Code）関連では港湾当局
のセキュリティ・オフィサーに、本船のクルーリストと最新の船舶保安情報を提出した。そのクル
ーリストを使用して港のゲートで出入りのチェックが行なわれる。本船側はパスポート（船員手
帳）と入国カードで対応した。PSC（Port State Control）の検査官は来船しなかった。入港前
に代理店を通じて港湾施設の保安情報を確認している。 
 
(2) 本船動静 
 福江島荒川沖を抜錨後、8月 23日 17時 16分に福江島の黒瀬鼻灯台を方位 098°距離
1.6海里にみて、針路 030°に変針、その後同日 20 時 37分、五島列島の諸島中最西方に
ある白瀬灯台を方位 030°距離 1.6海里にみて、針路 012°に変針した。このころから、東シ
ナ海上にある低気圧とそこから伸びる寒冷前線の影響で、次第に北寄りの風は強まり 10m/s
以上吹くようになり強いときには 20m/s 近く吹き、船が大きく動揺し続けた。8 月 24 日 02 時
05分、対馬下島南方の豆酘埼灯台を方位 118°距離 5.6海里にみて、針路 017°に変針し
て対馬の西側を北上し、同日 04 時 34 分、棹埼灯台を方位 108°距離 3.0 海里にみて、針
路 347°とし釜山港のパイロットステーションに針路をとった。07時 45分釜山港パイロットステ
ーション到着し減速した。しかし、昨晩からの強風の影響でパイロットの乗船しているパイロット
ボートが防波堤から外へ出ることができず、そのまま、防波堤の中まで進航してからパイロット
は乗船した。そして、08時 53分、釜山港第三突堤第 31岸壁に入船左舷付けの状態で着岸
した（Fig.1）。入港時は、東よりの風（岸壁から離れる方向に吹く風）が 10m/s 近く吹いており、
タグボートを使用したが着岸作業に若干ではあるが支障が出た。この岸壁は、コンテナ船が接
岸する岸壁であるため 8月 26日早朝、第一突堤第 15岸壁に港内シフトした（Fig.2）。 
 
 
Fig.1 Berthing of Pier3 No.31 wharf. 
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Fig.2 Berthing of Pier 1 No.15 wharf 
 
Photo.1 Pilot Boat    Photo.2 Tug Boat 
 
(3) 港務通信 
釜山港は Pusan Port Traffic Management Service Centerによって港域内（VTS（VTS : 
Vessel Traffic Service ）区域）の出入港船舶の交通管制が行なわれている。港には港界の
ほかに位置通報ラインが設定されている。連絡は VHF で行い通報手順は次のとおりである。
呼出はいずれの通報もVHF12チャンネルで行い、位置通報はPusan Port Service、パイロ
ット呼出は、Pusan Port Controlである。(Fig.3) 
位置通報① 入港予定通報：VTS区域到着 2時間前に行なう。 
 通報事項：船名、呼出符号、到着地及び到着予定時刻 
位置通報② 進入報告：位置通報ライン通過時に行う。 
 通報事項：船名、呼出符号、航行位置及び針路速力 
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パイロット要請：乗船確認を乗船予定時刻 1時間前に行なった。 
到着報告 到着報告、出港報告ともにパイロットが行なった。 
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 Fig.3 Outline of the Pusan port 
 
(4) 港湾施設 
 ゴミの回収はトラックで収集される。特に細かい分別の指示は無く、通常本船で行なっている
仕分けの状態であった。 
 清水の補給は行なわなかったが、2000年 2月に入港した際は水船から補給している。 
 Photo.3 Truck for Garbage collection.     Photo.4 Water ship 
 
